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１ 目的 

 印旛沼内で繁茂している浮葉植物のオニビシは汚濁原因の一つと懸念されている。そこで，オニビシ繁茂

期間に水質調査を行ったことから，結果を報告する。 
 
２ 調査方法等 

２・１ 調査期間 

 採水による水質調査（2018 年 8 月 23 日，27 日，9 月 6 日，11 日，20 日） 
 多項目水質計等による連続水質調査（2018 年 8 月 23 日～9 月 20 日） 
２・２ 調査地点 

 オニビシが繁茂する地点（オニビシ地点），繁茂していない地点（開放地点）の 2 地点について下記調査を

行った。（図 1） 
２・３ 調査方法 

 採水による水質調査では，両地点の表層・底層（沼底から高さ 50cm の位置）における COD，懸濁物質

（SS），全窒素（T-N），全りん（T-P）等を調査した。 
 なお，水温及び pH は東亜 DKK 製 HM-31P，電気電導度（EC）は堀場製作所製 B-173，溶存酸素（DO）

は飯島電子工業製 ID-100 をそれぞれ用いて現場にて測定した。 
 COD は JIS 0102 17，SS は JIS 0102 14，強熱残留物（VSS）は JIS 0102 14.4.1 の方法を用いて分析を

行った。また，有機体炭素（TOC）は島津製作所製 TOC-V を用いて JIS 0102 22.2 の方法で，T-N，T-P 及

びりん酸性りん（PO4-P）は日本分光製 V-760 を用いてそれぞれ JIS 0102 45.2，JIS 0102 46.3.1 及び JIS 
0102 46.1.1 の方法で，硝酸性窒素（NO3-N）及び亜硝酸性窒素（NO2-N）は東ソー製 IC-2010 を用いて JIS 
0102 43.1.2 の方法で分析を行った。 
 多項目水質計による連続水質調査では，両地点に多項目水質計を底層に設置し，水温，pH，EC，DO，濁

度，ｸﾛﾛﾌｨﾙ a を調査した。 
 なお，多項目水質計は東亜 DKK 製 WQC-24 標準センサモジュール及びクロロフィルモジュールを 1 台ず

つ使用し，期間ごとに装置を入れ替えて測定を行った。 
 
３ 調査結果 

 採水による水質調査の結果を表 1 に示す。 
 多項目水質計等による連続水質調査の結果を図 2 に示す。 
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 表 1 水質調査結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採水時刻 水深 天気 気温 水温 透視度 pH EC DO 臭気・色相
- m - ℃ ℃ cm - mS/m mg/L -

表層 30.3 13.0 9.2 29 - 土臭・薄緑褐色
底層 29.0 10.0 - - - -
表層 - 16.5 8.9 30 10.2 無臭・濃緑褐色
底層 - 14.0 8.4 30 4.6 無臭・濃緑褐色
表層 27.1 9.0 8.4 23 - 土臭・緑褐色
底層 26.8 9.5 8.5 31 - 土臭・緑褐色
表層 25.2 17.0 8.4 27 1.3 微下水臭・淡黄色
底層 25.0 20.0 8.3 27 0.9 微土臭・微淡黄色
表層 23.3 28.1 7.0 30 0.8 微土臭・淡黄
底層 23.0 26.5 7.0 29 0.4 微腐敗臭・淡黄

30.9晴れ1.211:20

24.1曇り1.311:15

11:59 1.3 曇り 24.6

15:27 1.6 29.5晴れ

32.9晴れ1.411:25

オニビシ地点

8月23日

8月27日

9月6日

9月11日

9月20日

COD TOC SS VSS T-N NO3-N NO2-N T-P PO4-P
mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

表層 14.8 7.8 40 18 - - - 0.13 <0.03
底層 16.8 7.3 65 23 - - - 0.15 <0.03
表層 15.8 7.3 48 19 1.5 <0.03 <0.03 0.14 <0.03
底層 17.5 8.5 76 22 1.7 <0.03 <0.03 0.17 <0.03
表層 16.8 6.0 78 24 1.7 <0.03 0.10 0.13 <0.03
底層 17.5 5.0 83 26 1.6 0.12 0.13 0.13 <0.03
表層 12.7 5.3 28 13 1.2 <0.03 <0.03 0.09 <0.03
底層 11.8 5.1 26 12 1.2 <0.03 <0.03 0.08 <0.03
表層 11.9 5.8 14 9 1.0 0.11 <0.03 0.08 <0.03
底層 13.0 5.8 24 12 1.2 0.11 <0.03 0.10 <0.03

9月20日

オニビシ地点

8月23日

8月27日

9月6日

9月11日

採水時刻 水深 天気 気温 水温 透視度 pH EC DO 臭気・色相
- m - ℃ ℃ cm - mS/m mg/L -

表層 30.5 9.5 9.2 30 - 微土臭・薄緑褐色
底層 30.5 10.0 - - - -
表層 - 16.5 9.3 29 13.5 土臭・薄緑褐色
底層 - 14.0 9.2 29 10.1 土臭・薄緑褐色
表層 26.7 17.0 8.2 31 - 土臭・薄緑褐色
底層 26.7 17.8 8.1 32 - 土臭・薄緑褐色
表層 25.5 17.0 7.1 21 8.4 無臭・淡黄色
底層 25.5 20.0 7.1 27 8.3 無臭・微淡黄色
表層 24.4 18.7 8.8 28 9.2 臭気なし・淡黄
底層 24.3 20.7 8.8 27 6.1 臭気なし・淡黄

11:50 1.5 曇り -

23.6曇り1.511:35

30.6晴れ1.412:10

11:06 1.6 晴れ 33.1

30.1曇り1.515:56

開放地点

8月23日

8月27日

9月6日

9月11日

9月20日

COD TOC SS VSS T-N NO3-N NO2-N T-P PO4-P
mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

表層 15.4 7.6 44 19 - - - 0.13 <0.03
底層 15.8 8.3 44 20 - - - 0.14 <0.03
表層 14.1 6.4 32 13 1.4 <0.03 <0.03 0.12 <0.03
底層 14.4 6.8 39 16 1.4 <0.03 <0.03 0.12 <0.03
表層 12.5 6.4 32 13 1.1 <0.03 0.09 0.08 <0.03
底層 12.4 6.4 33 14 1.1 <0.03 0.09 0.08 <0.03
表層 14.2 5.2 50 17 1.3 <0.03 <0.03 0.09 <0.03
底層 14.5 5.2 51 17 1.4 <0.03 <0.03 0.10 <0.03
表層 13.0 5.4 26 13 1.1 0.09 <0.03 0.09 <0.03
底層 13.2 5.5 28 13 1.2 0.10 <0.03 0.09 <0.03

9月11日

9月20日

開放地点

8月23日

8月27日

9月6日



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      図 2 連続測定結果 
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オニビシ地点： 35°48’14”N 
       140°15’38”E 
開放地点  ： 35°48’01”N 
       140°15’08”E 

図 1．調査地点 


